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経緯　ＪＲ北陸本線等富山駅付近連続立体交差事業に係る景観デザイン検討調査 ‘06.12 ～ 08.9 ㈶ udc( 富山県・富山市 )　          担当：中野、池田、笠間、佐々木

■富山駅周辺地区景観デザイン計画・プロポーザル要綱作成　        ［㈶ udc ／富山県・富山市］   2006

　富山駅周辺地区では 2015 年の北陸新幹線開業に向けて、連続立体交差事業、駅前

広場周辺施設整備が、鉄道、県、市等の関係機関のもとに進められてきた。本業務は

新幹線と在来線の２つの駅についてのデザインプロポーザル実施要綱作成およびプロ

ポ事務局支援を行ったものである。

　「富山駅周辺景観デザイン検討委員会 ( 西村幸夫・東京大学教授 )」が設置され、駅

及び周辺施設が県都の玄関口として、富山らしく魅力あるものとなるよう検討し、こ

の委員会のもとで、景観デザイン計画案を作成する「景観デザイナー」を選定するこ

ととし、その事務局を㈶ udc のもとで担当した。最終審査の結果、小野寺康都市設

計事務所が特定された。

富山駅周辺景観デザイン検討委員会

プロポーザル要綱資料より

第二次審査に残った５チームの提案書：
①小野寺康都市設計事務所②石橋 裕之 
㈱ジェイアール東日本建築設計事務所
③土橋 健司 ㈱交建設計 ④西村 浩 ㈱ワー
クヴィジョンズ ⑤工藤 和美 シーラカン
ス K&H ㈱ 

富山駅周辺地区景観デザイン計画案作成業務プロ
ポーザル
主催 富山県、富山市
審査員 (学経のみ記名 )
西村幸夫（東京大学大学院教授）／森俊偉 ( 金
沢工業大学教授 )／武山良三 (富山大学教授 )／
樋口明彦 ( 九州大学大学院准教授 ) ／前田英寿
(東京大学非常勤講師 )／ ( 独 ) 鉄道建設・運輸
施設整備支援機構鉄道建設本部北陸新幹線第二
建設局次長／西日本旅客鉄道㈱建設工事部次長 
／富山県土木部長／富山市副市長
質問書締切：2007 年 8月 21日（火）
質問書回答：〃年 8月 31日（金）
応募登録締切：〃年 9月 14日（金）
技術提案書提出期間：〃年 10月 1日（月）～10
月12日（金）
第一次審査結果通知：〃年 10月 24日（水）
第二次審査会：〃年 10月 29日（月） 
実施場所：東京都内 
第二次審査結果通知：〃年 11月上旬
・応募登録者数 118
　技術提案書提出者数 78
・最優秀賞：小野寺康都市設計事務所
・一次審査通過者 :５者

②

③

④ ⑤

①


